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263　　　 卵巣 悪 性 腫瘍 に 対す る 化 学療法 の

個別 化 と臨床効 果

264 卵巣 癌維 持化 学療 法 の 臨床 的検 討

千葉 大学

大崎達 也 ，関谷 宗 英 ， 高見 澤 裕吉

［目的］近 年 卵巣悪 性腫瘍 の 治療成 績 は second

lodk手術 ，　 cisplatin の 導入に よ り改 善され つ つ

あ る。今回更 に 治療成績 の 向上 を 目的 と して ， 新

しい 試験管内抗癌剤感 受性 試験 の 開発 に よ り化 学

療法 を個別 化 し ， そ の 臨床効果 を比較 検討 した 。

匚方法］昭和 46年 〜59年に 治療 した 卵巣 悪性腫瘍

161例 を対 象 と した 。化 学療法 は   actin   ycin
D ，FT207 ，　cyclophos 函 amide 併用群 ，  cisplatin

adriamycin 併用群，  cisplatin ，　adrian コycin
（或 は ， aclacincmycin ），　cyclophosphamide 併

用 群，  個 別 化群 ， に 分 け られ，小山
・
斉藤 班 に

よ る有 効例に は積極的に second 　look手 術 を 行 っ

た 。

　 試験 管内抗 癌 剤感 受性 試 験は ， 0．59以 上 の 材 料

（手 術，生 検 ，腹水 ，胸 水か ら採取 ）が あれ ば 10

種以 上 の 抗 癌剤の ス ク リー＝ン グ が 100 ％ 可 能 で ，

抗 癌剤 と の 接 触 時間 は 3 − 8 時 間，形 態変 化 を指

標 と した陽性 抗癌剤 を24時 間以 内に判 定で き た 。

［成績］  有 効率 は Act　FTCy 群で 13％，cisplatin ．

adriamycin 群 で 20 ％ ，CAP 群で 38 ％ で あ り ，

cisplatin の 有効性が 確 認 され た 。  個別 化 群 で

は 58％ の 予 知率 で ， cisplatin 無効例 に対 して も

有効 例 が あ っ た 。又 個 k の 卵 巣 悪 性腫 瘍に 対 す る

陽性抗 癌 剤が 異な る こ とも判 明 した 。  化 学 療 法

有 効例 で は， second 　 l　ook 手術 に よ り更 に 腫蕩 の

debulki  が 可 能 と な り，長 期 生 存 例 も経験 した 。

匚結 論 ］卵巣悪 性腫 瘍に 対する 化 学 療法 の 個別化

が 有 効 で あ る こ とを臨床 的 に確 認 し た 。
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〔目的 〕卵 巣悪性 腫 瘍 の 術 後療 法 は 今ま だ確立 さ

れ ず，近年 ，本 腫 瘍 の 予 後改善 に対 し ， 外来 で 長 期 間

の 維持化 学 療法 が 行 わ れ 始 め た が，そ の 効果につ き明

確 に報告 した もの は少 な い ．今回卵巣癌 の 術後療法後 ，

外来 に て 長期維 持化 学療法 を行 い ，本療法 の 有効 性 や

問題点につ き検討 した の で 報告 す る． 〔方法 〕検索対

象は 昭 和 50 年 よ り当科 に て 治療 した 卵巣悪 性腫瘍 39

例 （上皮性 38例 ，胚 細 胞 性 1例 ）で あ る ．維持療法 は 経

口 制 癌斉［1の Tegafur　600 〜1000   ／ day ，　 UFT 　200〜

400   ／ day
，
5− Fu　200〜300孵／ dayを中心に 2 年

わ た る可 及 的連続投与 を行 い 症例 に よ り earboquone

2〜6my／週 を追過投与 した ．上記症例 に 対 し癌治療学

会判定基準 に よ る 効果判定，投与量 ， 投与期間 ， 生 存

月数 ， 副 作用 に つ き非施 行群 と対 比 ，検討 した ． 〔成

績 〕症例 は stage 冂 6 例，　 stage 　R 以上 21例 ，転移性

2例 で ， 組織 型 は 漿液性 14例，ム チ ン 性 6 例 ， 類内膜

性 9 例，明 細胞 性 6 例 ， そ の 他 4例 で あ る．投与期間は

6 ケ 月以内 11 例 （死亡 1例 ），7 〜 12 ケ 月 15例 （死 亡

4 例 ）13〜24 ケ 月 6例（死亡 1例 ）25 ケ 月以上 7例（死

亡 0例 ）で あ っ た ．総 投与量 は 50g 以 下 13 例 〔死 亡 1

例 ），51〜100910 例 （死 亡 2 例 ），101g 以 上 11 例

（死 亡 3例 ）で あ っ た ．投与中止 の 理 由は 期間満 了 15

例 ，無効再発 2例 ， 死 亡 6 例 で ， 副作用 に よ る 中 止 は

認 め な か っ た ．副 作用 は 39 例中 7例 （17．9 ％ ）で 肝 機

能障害 4 例，骨髄障害 2例 ， そ の 他 1 例を認 め た ．臨

床 効 果 は 軽 快 15例 （38．5 ％）， 不 変 6例 （15．4％）， 悪

化 10 例 （25．6％），不 可 8例 （20．5％）で ，平 均生存期間

は早期癌 43．2 ケ 月，進行癌 23．0 ケ 月 で 非施行群 に比 し，

有 意 に そ の 延 長 を認 め た ，〔結 論 〕卵巣 癌 に 対す る 治

療法 の 確 立 の た め 長 期 の 維 持化学 療法 を 実施 し，

副 作 用 も少 な く，そ の 有効 性 を明確 に した ．
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